
 

通年定時開講  毎月 第 2、第 4 土曜日（10：15～15：15） 

開設場所(拠点)  大阪市鶴見区 花博記念鶴見緑地公園内 咲くやこの花館 ほか 
後   援  一般財団法人 大阪スポーツみどり財団  

一般財団法人 大阪府公園協会 

カリキュラム 樹木・花木・草花について、栽培から文化史まであらゆる角度から園芸を 

総合的に学ぶ授業に加え、現地見学・実習・作品作りで技を習得できます。 

一部、公開講座を実施します。 

カリキュラムは１年単位で構成してありますが、

３年間継続して履修すると、基礎から応用まで

園芸の知識を修得することができます。

講義内容等に合わせて教室が移動します。

学びのはしら 2024 年度：園芸の広がりを知る 

2025 年度：園芸の深みを知る 

2026 年度：花と緑の役割を知る 

資格認定  ３年履修者には修了証書と 
グリーンナレッジ(資格認定書)を交付 

講師 陣容  校 長 池田 廣 （元九州沖縄農業研究センター・農学博士）  
他   フラワーソサイエティー所属等の講師陣が指導にあたります

募集要項 

 
 

 
  

申込み先    一般社団法人 フラワーソサイエティー 園芸大学係 
〒538-0036 大阪市鶴見区緑地公園 2‐163 咲くやこの花館事務所内 

事務局 Tel 06‐6915‐0171  Faｘ ０６‐6926‐9007 
Email info@gia-flower-s.com 

http://www.gia-flower-s.com 

募集人数   約 25 名  

選考方法  入学を希望される動機を作文提出 

テーマ「私にとっての花･緑」

受付期間  定員になり次第締切り 

受 講 料  年間 65,000 円（学生・生徒は半額） 

（約 45講座、消費税、フラワー会費を含みます）  

詳細はフラワーソサイエティーにお問い合わせください。 

花と緑を知り、花と緑に学び、花と緑を暮らしに活かす 

潤いのある豊かな生活環境づくりを目指す人材の養成（2007 年開講） 

今年度も感染予防対策に努めて実施しております。 

2024 年度も従来通りの４月開講に向け、新入生をお迎えする予定です！ 

（会場は主にコミュニティーセンター、植物園内です） 

入学式の後は、咲くやこの花館内を館長や職員

の方にご案内いただきます。 

mailto:info@gia-flower-s.com
http://www.gia-flower-s.com/


日
午前の授業

午前１０：１５～1２：１５
午後の授業

午後１：１５～３：１５

13
2024年度（18期生）入学式
オリエンテーション

咲くやこの花館見学

27 学生交流会 ジャーマンアイリス　　　　  (荒木　徹)

11 多面的な柿の利用を探る-柿渋　  (今井　敬潤) アイリスの植物学と品種改良　　　　(藪谷　勤)

25 薬用植物遺伝資源の利用　　　  (山浦　高夫) 薬用植物園見学　　　　(日本新薬山科資料館)

8 ユリの世界      (竹田　義) 花の育種　　　　 　　(佐々木  理之)

22 植物の栄養　　　　 　　(大塩　裕陸) 家庭果樹　　　　 　　(細見  彰洋)

13 シダの分類と形態  (山住　一郎) 植物の葉・花・果実の色　　　　　(細木　高志)

27 都市の樹木　　　      (大槻　憲章) 植物を観察する(植物画実習)　　(田中　潤子)

24 都市の植物とミツバチ　　　　　　(春井　勝) 　江戸の園芸　　　  (小笠原　誓)

14 園芸の歴史（Ⅱ）　　　　 　（横井　邦彦） 植物園について 　 　(島田　有紀子)

28 草木染めⅠ　　 　　(内田　晴子) 草木染めⅡ(実習)　　　　 　(内田　晴子)

12 希少植物の保護と意義　　  　　(神戸　敏成) 線虫さまざま　　   　　(岩堀　英晶)

26 緑化の話　　　　 　　(泉川 　正英） 秋の園芸 in 関西2024

9 あやにしきを浴びて　　　　　　　(和口　美明) 世界遺産吉野山の桜　　　　　　　(田中　敏雄)

23
園芸福祉へのヒント～あらゆる人生に
　　　寄り添う園芸　     　　(津田 桂子)

ランの簡便な無菌播種(実習) 　(梁川　正)

14 英文学に見る園芸　　　　　　　　(中尾　真理) 冬虫夏草の不思議　　　　 　(荒井　滋)

11 地域の植物を活かし利用する　　(林　まゆみ) 花の大臣・シャクヤク　　　 　(細木　高志)

25 植物ホルモンの話　　　　　　　　(大塩　裕陸) ブルーミングフォーラム2025

8 茶花を楽しむ　　 　(寺田　孝重)
ガーデンデザイン～庭の美しさには理由がある

        (中山　正範)

22 芝生：園芸景観への利用　　　　(木下　博) つばきー瑞祥と佗茶　　　　　　　　(大森　亮尚)

8 ハイドロポニックス 　(寺林　敏) フィトアロマテラピー 　　　　(山本　淑子)

22 卒業生活動報告会 卒業式・終講式

※実施会場は主に大阪市内ですが、講義の内容によって変わります。

冬休み

園芸大学・花と緑の学び舎　2024(令和6)年度＜園芸の広がりを学ぶ＞ (202301010案）
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あなたもみどりの智人（グリーンナレッジ）になりませんか！ 
第1回目・2回目 
日  時 ：2023年11月11日（土） 午前の部 10時15分～  午後の部 1時15分～ 

場  所 ：守口市中部エリアコミュニティーセンター（最寄り駅 ： 京阪守口市駅 ・ 地下鉄谷町線守口駅） 
午前の部：「イギリス文学とバラ」  講師：中尾 真理（元奈良大学） 

  午後の部：「多彩なバラとその歴史」 講師：上田 善弘（岐阜県立国際園芸アカデミー前学長） 

第3回目・4回目 
日  時 ：2023年11月25日（土） 午前の部 10時15分～  午後の部 1時15分～ 

場  所 ：伊丹商工プラザ(最寄り駅 ： JR伊丹駅 ・ 阪急伊丹駅） 
午前の部：「ユリの文化史」 講師：大森 亮尚（古代民族研究所代表） 
午後の部：「ランの不思議」 講師：島田 有紀子（前広島市植物公園栽培展示課専門員） 

第5回目 
日  時 ：2023年12月9日（土）   午後1時15分～ 

場  所 ：伊丹商工プラザ(最寄り駅 ： JR伊丹駅 ・ 阪急伊丹駅） 
  「ランドスケープから見た緑化」 講師：片木 孝子（ランドスケープアーキテクト連盟） 

第6回目 
日  時 ：2024年1月27日（土） 午前10時15分～ 

場 所 ：花博記念ホール （最寄り駅 ： 地下鉄鶴見緑地駅） 
「多肉植物の効用と栽培」 講師：田上 義信（尼崎緑化公園協会） 

第7回目 
日  時 ：2024年2月10日（土） 午前10時15分～ 

場  所 ：花博記念ホール （最寄り駅 ： 地下鉄鶴見緑地駅） 
「バラの剪定」  講師：高田 馨（ひらかたパーク） 

第8回目・9回目 
日  時 ：2024年2月24日（土） 午前の部 10時15分～  午後の部 1時15分～ 

場  所 ：福島区民センター （最寄り駅 ： 阪神野田駅 ・ JR野田駅等） 
午前の部：「巨樹と人の関わり」  講師：芦田 裕文（樹木医） 

  午後の部：「春日原生林の成り立ちと現状」 講師：奥田 篤（奈良県奈良公園整備事務所課長） 

第10回目・11回目 
日  時 ：2024年3月9日（土） 午前の部 10時15分～  午後の部 1時15分～ 

場  所 ：守口市中部エリアコミュニティーセンター（最寄り駅：京阪守口市駅・地下鉄守口駅） 
午前の部：「花-桜の文化史」  講師：岡田 麗（伊丹ミュージアム 柿衞文庫館長） 

  午後の部：「花の香りの秘密」 講師：渡辺 修治（静岡大学総合科学技術大学院特任教授） 

※ 各講義の受け付けは15分前から。講義時間は休憩を含んで2時間程度です。

来場時はコロナ対策の一環として必ずマスクの着用をお願いします。

ご聴講お申込みはファックス、メール、又はお電話でお願いします。 

※ 各会場ごとに定員がありますので、お早めにお申し込みください。（参加費無料）

ご住所 〒 

お名前 

電話番号   携帯番号 

ご希望日と講師名  月  日 講師： 

（お申し込みは2回迄です）    月    日 講師： 

詳細は下記までお問い合わせください。 

園芸大学体験入学公開講座（オープン・キャンパス）のご案内 

（一社）フラワーソサイエティー 園芸大学・花と緑の学び舎 

〒538-0036大阪市鶴見区緑地公園2‐163 咲くやこの花館事務所内 

事務局 TEL 06‐6915‐0171  FAX. 06‐6926‐9007

e-mail: info@gia-flower-s.com URL: http://www.gia-flower-s.com 

これから花と緑について学びたいと

考えておられる方を対象とします。  
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